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特集

システム開発・ソフトウェア開発論文特集の発行にあたって

システム開発・ソフトウェア開発論文特集編集委員会

委員長　　山 里　敬 也

和文論文誌Bにおける論文種別としてシステム開

発・ソフトウェア開発論文（以下，システム開発論文）

ができたのは，1999年4月からである．それまでは，施

設・機械・部品・材料等の計画・設計等は対象論文で

ある，と記されてあるのみで明確ではなかった．それ

を，1998年に論文誌／雑誌のあり方タスクフォースで議

論し，決定している．採録基準についても明確化され，

1999年1月の会誌会告にシステム開発論文の書き方の指

針と査読における新規性，有効性，信頼性の適用につ

いての周知文が掲載されている．その10年後の2009年

には，投稿を喚起することを目的に第一回システム開

発論文特集号が発行され，本特集が第三回にあたる．

和文論文誌編集委員会がシステム開発論文の投稿を

奨励しているのは，開発の過程で遭遇する様々な問題

を解決していくための知見，実際に開発してみること

で分かる新たな応用など，開発に関わる創意工夫が和

文論文誌Bの読者にとって有益な情報になると考えて

いるためである．例えば，iPhoneを携帯電話と携帯音

楽プレーヤの組合せ，と捉えては，これほど人々を魅

了するものになることは想像できないだろう．しか

し，プリミティブな段階でのアイデアを実際に試作

し，その効果を直接見せることができれば，そこで得

られる結果は一目瞭然であり，単なる組合せを超えた

ものになる．このような開発研究の中から，いずれ，

ブレークスルーとなる優れた開発研究が生まれるもの

と考えている．

本特集は，システム開発やソフトウェア開発に関わ

る貴重な成果を論文として発表して頂くことにより，

開発研究に関わる優れた創意工夫を共有できるだけで

なく，開発研究に携わる方々の活動活性化の契機とな

ることを期待して企画したものである．これまで同様

に今回も特集テーマとしては，特定の技術分野に絞る

のではなく，広く通信技術全般を対象とした．また，

本特集の編集委員会体制も前回同様に和文論文誌編集

委員全員に本特集の編集委員を務めて頂いた．

本特集に投稿された論文数は，論文10編，レター 3

編であり，厳正な査読の結果，最終的には論文4編を

採録することとなった．そのほかに3編の招待論文の

御寄稿を頂いた．

最後に，本特集を発行するにあたり，御投稿頂いた

方々，論文査読に御協力頂いた査読委員の方々，企画

及び編集に御尽力頂いた編集委員各位に深く感謝申し

上げる．
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（正員：シニア会員）　　平5慶大大学院博士課程了．

工博．同年名大・工・電子情報・助手．平10同大・情報メディア教

育センター・助教授，平16同大・エコトピア科学研究機構，平19

同大・エコトピア科学研究所・准教授，平成22同大・教養教育院・

教授，現在に至る．平21より本誌編集委員長，USN研副委員長．
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